
令和元年那賀消防組合救助記録会 
  

 

令和元年５月８日、那賀消防組合消防本部訓練場において６種目、２８名の

職員が救助記録会に出場しました。選考された職員は６月４日(予備日６日)に和

歌山県消防学校で開催される第４８回和歌山県消防救助技術会に出場します。 

 更に消防救助技術東近畿地区指導会(京都市)、全国消防救助技術大会(岡山市)

を目指し救助訓練に励みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            西岡消防長から訓練参加者への激励 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         引揚救助                                  はしご登はん 

(低所に残された要救助者を引き揚げる訓練)              （１５ｍのはしごをかけのぼる訓練） 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害突破                              ロープブリッジ渡過 

（５つの障害を突破する訓練）                    （２０ｍの渡過ロープを渡る訓練） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロープ応用登はん                            ロープブリッジ救出 

（１５ｍのロープを登る訓練）                 （対岸に残された要救助者を引き込む訓練） 

 

 

 

 

 救助技術の高度化に必要な、基本的技術を練磨することを通じて、消防救助活動に必要

な体力・精神力・技術力を養うとともに、全国救助技術大会に参加できる技術を習得するこ

とを目的として実施しています。 

 


